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☆当院は、先月６月に創立 65周年を迎えました。｢心の通う信頼される病院｣を基本理念に、｢安全かつ

良質な医療の提供｣を基本方針の１つとして、引き続き、医療業務に邁進して参ります。今回は、｢安全な

医療｣を提供するための、病院診療の基盤である医療安全について、お知らせします。 

近年、｢患者参加の医療安全｣が注目されており、当院でも、あらゆる場面で患者様のご協力を頂き、 

患者様と医療従事者等で相互に確認することで、安全な医療の提供を目指しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

院内に掲示している本人確認のための協力依頼ポスター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成協力：医療安全評価室 

医療安全評価室について 

医療安全評価官の下、感染管理認定看護師である院内感染対策幹部と医療安全管理者研修を終了

した副医療安全評価官の２名が在籍しています。院内の感染対策が適正に行われているかや感染症発

生時の動向調査、医療安全管理のためのレポート収集と分析、職員教育等を中心とした業務を行い、

医療の質の向上に努めています。 

お問い合わせ 自衛隊札幌病院医事課 地域医療連携室 011-581-31０１(8-17-4273) 

医療安全活動は、患者様を正しく認識することからはじまります。 

しかし、同姓や似た名前が沢山ある場合は違う名前を呼ばれても、聞き間違いや思い込みで自分

だと思ってしまう場合があります。それが時には、大きな事故につながる可能性もあります。 

 

そこで当院では、患者様の安全を守るため、医療行為の際には、その都度 
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を名乗っていただき、誤認防止に努めております。 

 

皆様のご協力をよろしくお願い致します。 

検査・処置時 

受付・会計時 


